
シンガポールＹＭＣＡ シルバー・フェスティバル 

ユースが支える「シルバー・フェスティバル」 
６月１５日に街頭募金(YMCA Flag Day) 
（シンガポールYMCA YMCA of Singapore） 

－日本のYMCAでは国際協力募金などで行っている街

頭募金。世界の街角でもYMCAの仲間がより良い社会

を目指して募金を呼び掛けています。－ 

 

 シンガポールYMCA（ YMCA of Singapore ）は

毎年6月15日に、YMCAの地域奉仕活動のための募

金キャンペーン( YMCA Flag Day )を行っています。 

今年の募金の使途は「YMCAシルバー・フェスティバル」。

高齢者の方々の健康的な生活と、若い世代との交流を

創りだすイベントです。 

 2012年にシンガポールYMCAが始めたこの「シルバー・

フェスティバル」では、シンガポールの様々な学校や団体に 
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所属するユースと高齢者が、伝統的な歌劇や手工芸な

どをと一緒に楽しみ、高齢者が健康で元気に過ごせるよ

う応援し、世代を超えた交流を行います。これまでに

1,500人のユースボランティアが関わり、2,000人の高齢

者の生活を支援してきました。 

 シンガポール市内のショッピングモールや駅で募金を呼

び掛けます。 

 6月15日はシンガポールの各所で、赤いTシャツを着た

ユースたちが「シルバー・フェスティバル」のために募金を呼

び掛けているはずです。 

 

(シンガポールYMCAホームページから） 

YMCA気候変動キャンプ2016（COP22）が 
モロッコで１１月に開催（予告） 

(世界ＹＭＣＡ同盟) 

－気候変動は私たちの未来の生活を脅かす深刻な課

題です。ユースたちが未来の地球を自分達で守るために、

世界のYMCAの若者にも活躍の場があります。－ 
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 今年の11月7日～18日、世界のリーダー達がモロッコ

王国のマラケシュに集まり、COP22（第22回国連気候

変動枠組み条約締約国会議）が開催されます。2015

年にパリで開かれたCOP21のパリ協定に基づき、参加国

の進捗状況を確認する大切な会議で、各国首脳や国

連関係者、NGO関係者など数千名が集まります。 

 そしてこのCOP22の開催期間中、気候変動や環境問

題に関心のある世界のYMCAのユース100人がマラケ

シュに集い、Climate Camp（気候変動キャンプ）を

開催します。YMCAでは2011年のCOP17以来、毎年 

この会議に参加し、ユースの声を関係者に届けてきました。 

 

 参加者はキャンプ中、様々なトレーニングや政策提言

のプロセス、ネットワークづくりなどCOP22の様々なイベン

トに参加し、世界で活動する同世代のユース、研究者、

政治家などと出会うことができます。また自分の関心にあ

わせて他団体のプログラムにも参加することができます。 

 参加できるのはYMCAで活動する１８歳から３５歳

までのユースです。事前にオンラインでのミーティングも実

施し、事後の取組みへの参加も期待しています。気候 

変動や環境問題に関心のあるユースは、ぜひ参加して 

ください。 

パキスタンのために祈りましょう 
―Pray for Pakistan― 

(世界ＹＭＣＡ同盟) 

 ベルギー・ブリュッセルでのテロ事件についてのメッセージ

を出した直後ですが、私はいま、パキスタン・ラホールの友

のことを心配しています。ラホールYMCAの総主事サミュエ

ルからのフェイスブックの投稿には、沢山の彼の言葉が記

されています。 

 「多くの命が奪われ、大勢が重傷を負うことなった余りに

も恐ろしい事件。イースターの夜、多くのキリスト教徒たち

が家族と共に過ごしていた場所で、事件は起こりました。

ラホールYMCAのスタッフとして働くサニーも家族と共に現

場にいて、怪我と精神的なショックを受けましたが、命は

守られました。神様に感謝します。どうか私たちのために

祈ってください。」 

 この投稿の数時間前に、サミュエルは「YMCAファミリー

の 一員からハッピー・イースター！」という投稿をしていま

した。そう、私たちは家族です。どのような困難の時も、 

常に共にいる家族です。 

 イエスの復活を心から祝います。そして同時に、テロ事

件で奪われた多くの命のために涙を流します。ブリュッセル

とラホールのために祈りましょう。平和のために祈りましょう。

そしてYMCAは家族として、悲しみにある人々のために働

きます。 

 

世界ＹＭＣＡ総主事  

ヨハン・ウィルヘルム・エルトヴィク 

－2016年3月、ベルギーそしてパキスタンで大きな自爆

テロ事件がありました。アフガニスタン難民の子ども達の小

学校を日本のYMCAと共同で運営する、パキスタン・ラ

ホールYMCAはその事件を間近で体験しました。世界

YMCA同盟総主事からのメッセージです。－ 
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